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西双版納僚族自治州教育委員会 2002，門図 2002，楊忠明 2004など)。これら
の研究では、彼らの言葉であるアカ語(ハニ語)と漢語という二言語使用に言
及されることが少なくない(雲南省動海県地方誌編纂委員会 1997，西双版納僚




































に約 18万人が散在し、同州ではタイ(僚)族 3に続いて 2番目に人口の多い民族
である(景洪県地方誌編纂委員会 2000)。




おいては、 2004年末の時点でアカ族は総人口の 42%にあたる 4，010人、またプ
ーラン(布朗)族が 52%、漢族とその他の民族が 6%を占めている。






































































































試用が始まり 、後に ビー カ方言方案は中止になり 、ハーヤ方言方案は紅河恰尼
族葬族自治州、|で普及が進められた。これは文化大革命による中断時期を除いて、




































子は 12人、男子は 10人である。漢族の子供が 2人いる以外はすべてアカ族の

















































⑪教師 mal 漢語で言える ?女の子を漢Lavqbeeq daoq nai iania 
laq?Aqbulssaq lavqbeeq daoq nai 














那仏、 Heaqieiq kul nga? 
AgI単組L
Aqlissaq lavqbeeq daoq nai lama 
旦乱並立2
男夜。











































月から 2005年 10月である。調査票は東京外国語大学アジア ・アフリカ言語文




















番号 記号 性別 年齢 職業
FQ13 女性 13歳 小学生
2 FB18 女性 18歳 家事手伝い
3 FP33 女性 33歳 農家、家事手伝い
4 FT42 女性 42歳 農家、家事手伝い
5 FA53 女性 53歳 農家、家事手伝い
6 FJ66 女性 66歳 農家、家事手伝い
7 MW13 男性 13歳 小学生
8 ME21 男性 21歳 出稼ぎ労働者
9 MD22 男性 22歳 会社員
10 MG31 男性 31歳 学校職員
1 MX42 男性 42歳 農家
12 MI55 男性 55歳 農家
13 MM61 男性 61歳 農家









番号 記号 アカ語 漢語 回答で、きなかった語嚢 漢語で理解できた語嚢
FQ13 454 2 44 500 
2 FB18 452 7 41 500 
3 FP33 483 16 487 
4 FT42 484 5 11 500 
5 FA53 486 2 12 464 
6 FJ66 492 4 4 376 
7 MW13 474 5 21 500 
8 ME21 460 9 31 500 
9 MD22 432 13 55 500 
10 MG31 466 13 21 500 
11 MX42 490 9 500 
12 MI55 489 5 6 486 
13 MM61 494 2 4 491 























































































名詞 動詞 形容詞 副詞 挨拶語 その他 合計
身体食 居住道具 交通手段動物植牧 自然存在親族時間数詞代名詞
7JTゴ1)一計 49 10 7 18 2 25 13 28 17 16 17 24 152 56 8 2 56 500 
FQ13 14 3 6 。4 2 7 。4 。。。。。。3 44 
FB18 5 2 3 。3 3 6 。 。。5 3 2 6 41 
FP33 。。。2 。。3 。。。2 。 5 16 
FT42 。。。 。2 。。。。3 。。 2 11 
FA53 。。2 。 。 。。。。4 。 。2 12 
FJ66 。。。。。 。。。。。。。。。。3 4 
MW13 。。。。2 。 4 。2 4 3 。。 3 21 
ME21 4 。4 。。 3 。。7 2 3 。 4 31 
MD22 2 。。2 。。。4 。3 27 4 4 6 55 
MG31 5 。 。2 。 4 。。。。 。2 4 21 
MX42 l l 。 。。。。 。。。 9 
MI55 。。l 。 。。。。。。。 。。2 6 
MM61 。。l 。。 。。。。。。。。 。 4 
MS75 。。。。。。。。。。。。。。 。 2 
注 カテゴリー計は、 500の語葉のう ち、各品詞項目に分けられた数を指す。
表 4 回答を漢語で、行った語嚢
記号 語果 語藁数計
FQ13 毛、車 2 
FB18 町、網、つぼ、車、色、週、さようなら 7 
FP33 車
FT42 窓、町、池、海、週 5 
FA53 粉、仕事 2 
FJ66 弓、窓、車、仕事 4 
MW13 胸、粉、壁、窓、車、 5 
ME21 壁、窓、町、車、船、海、島、色、週、 9 
MD22 窓、町、車、船、池、海、週、時間、吸う、投げる、割る、洗う、さようなら 13 
MG31 粉、網、つぼ、屋根、窓、車、船、仕事、池、週、友達、祭り、町 13 
MX42 色
MI55 粉、車、仕事、週、村 5 

















て、 13日を一つの単位とする jaolnan (いる日)あるいはnanjaol(日いる)
を用いていた。これは現在村の人々が用いている 7日を基準とする 「週」とは
異なる概念である。これに対し、 一週間一回市へ行く、あるいは遠い所に行く
という行為を表すlaiから作られたと思われる、「週Jtiq laiv (一 行く)、「毎週」








きい河を表す laoIgaov ma (河大きし、)と答えた人もいる。
もうひとつは、アカ語固有の語棄があるにも関わらず、現代的な意味にあわ
なくなったため漢語を借用するようになったパターンである。「車」は、MS75


















































































































































































































登場人物は FT42(女性、 42歳、アカ族)、 do(男性、33歳、アカ族)、FP33
(女性、 33歳、アカ族)の3人である。FP33はdoの妻である。





①FT Sal Paiq nan尋塑孟 Hyulhhaq あさって卒邑iにあの単盤L曇に
進Jbihao lei吃孝一 Tehhaq 見に行ってみるが、五五があま り
maq yil maovq nia jeil孝二Aq 行きたくなさそうだ。どこへ行く
gal yil lei dul r五一leilei (と聞いたら)、L車五へ行くと本
hyul-aq. ~が言う 。
②FP→FT Aqjeiqjanllei? 何をしに行く ?
③FT→FP Aq sul-aq siq nia-a.盤ζbai そんなの知らないよ。彼のおじさ
hhovq lei lei，aq yaovq-e aqhhaol んも 「盈盤L翠を見に行きなさいo
pal dov lei. Ail naiq jil maq jeil すでに皐阜盆忌に伝えておいたか
hyul叫卒超正Lbaijeilhyul叫・ ら。」 と言っていたよ。




⑥FT→do 盗r0 Aqqaoq hyul gal jaol-yil 也生孟草。他の人はあそこに行き
maovq-a lail pal xaq-ail. Maq たがっている。迄早は行きたくな
jaol-yil maovq-e lail Almeeq孝 いと言う し、 どう しよう。
jーaolniml. 



















































登場人物は qi(男性、 49歳、アカ族)、 ed(男性、 30代後半、アカ族)、 so






























俵周年 Bai Diav ana ieia タイ族の正月になぜ採って売りに
aaieia・anlbi iav-e lail ail naia 行かないのと言ったら、まだ熟し
maa aova lal-aa sia lail ail ていないと教えられたn 二三 日し
naia. Hvul niia nan sma nan か経ていないのに、くさっちゃっ
kaa-anl t剖vfaova buva il nai 主ムー









⑩ed→so Aαmanl-ol! Hvul n剖“αDOV なんてこった !最初一回売って、


































(・・・:アカ語)Maq caq ail (・・・:アカ語)違うでしょう?
maq ngel-a lol? Nga mavq PU 私たち集落のはもう売り終わっ
anq il maiq maol- 主ιー








Mil nan ii1!&担k豆且旦斗 昨日スモモを一回集めに丘三主
よ♀ー
⑭ed→全員 加，如果大雨不再下嚇， 'f:;g麻， うん、もしまだ雨が降らなければ、
⑬aa→ed 
⑬so→aa 


























人物 民族 発話回数計 アカ語発話 漢語発話 漢語借用を含むアカ語 冨語の切り替え回数
ql アカ族 2 。 2 。 。
ed アカ族 7 2 5 。
so ア力族 5 2 2 。











































































Kovlkov dalhova bai laol 今晩は猫背にご馳走するんだの




Qail yaiq-a lol? 米の収穫に行くの?
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